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	第１　当事者の求める裁定
	１　申請人
	２　被申請人

	第２　事案の概要
	１　前提事実
	以下の各事実は、当事者間に争いがないか掲記の各証拠及び手続の全趣旨により容易に認められる。
	⑴　当事者
	ア　申請人は、平成３０年８月、肩書地に所在する共同住宅（以下「本件マンション」という。）の７階にある▲号室（以下「申請人宅」という。）を購入し、同年１１月から居住していた。
	イ　被申請人は、令和５年４月１日、本件マンションの８階にある■号室（以下「被申請人宅」という。）を賃借し、妻、当時４歳であった子及び当時２歳であった子と居住していた。（乙３の１及び２）


	２　当事者の主張の要旨
	（申請人の主張）
	⑴　被申請人は、入居してからほぼ毎日、騒音を発生させていた。平日は、子が在宅している午前６時３０分頃から午前８時頃まで及び午後４時３０分頃から午後９時頃までの間に、子が走り回る「パタパタ」といった音、床を叩くような音、物を落とすような音、椅子を引くような音、引き戸を引くような「ガラガラ」といった音を、被申請人が帰宅した後の午後１１時頃から翌日午前１時頃までの間に、「ドスドス」といった足音を、土日は、被申請人及びその家族が在宅している間に、同様の音をそれぞれ発生させていた（以下「本件騒音」という。）。
	受忍限度の判断においては、等価騒音レベルによるべきではなく、屋内指針との比較において、騒音の程度、頻度、時間帯などを総合的に考慮して判断すべきである。本件測定２によれば、本件騒音により、申請人宅内に高頻度で屋内指針を超える騒音が到達しており、申請人は、睡眠を妨害されるなどの精神的及び肉体的苦痛を被った。被申請人の加害行為は、受忍限度を超えており不法行為が成立する。
	⑵　被申請人の加害行為による申請人の苦痛を慰謝するに足りる慰謝料としては４００万円が相当である。また、被申請人の加害行為と相当因果関係のある弁護士費用は４０万円が相当である。




